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平成26年
第２回 定例会

議決された議案� ２P
委員会における
　　　審査報告� ６P
代表質問� ８P
個人質問� 13P

題字は、都築奈々さん（師勝北小学校６年）の作品

 ９月定例会日程（予定）

 

８月27日 ㈬ 本会議
９月４ 日 ㈭ 本会議（一般質問）
９月５ 日 ㈮ 本会議予備日
９月９ 日 ㈫ 決算特別委員会
９月10日 ㈬ 決算特別委員会
９月11日 ㈭ 予算特別委員会
９月16日 ㈫ 福祉教育常任委員会
９月17日 ㈬ 建設常任委員会
９月18日 ㈭ 総務常任委員会

９月19日 ㈮ 鉄道連続立体交差事
業等検討特別委員会

９月24日 ㈬ 本会議

○時間 ：午前１０時～
○場所 ：市役所東庁舎４階
●委員会の傍聴を希望される方は、当日、午前9
時30分から午前9時45分までの間に傍聴受付を
お済ませください。

●委員会の傍聴は先着順で、定員は委員会により
異なります。なお、途中入場、途中退場するこ
とができません。

●日程は、変更される場合があります。

※傍聴を希望される方は、事前に議会事務局へお
問い合わせください。

23機関・団体の参加による水防訓練
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今
定
例
会
は
、
平
成
26
年
度

一
般
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
補
正
予
算
案
２
件
、

条
例
案
６
件
を
含
む
11
議
案
を

上
程
し
た
。
そ
の
う
ち
、
人
事

案
件
３
件
に
つ
い
て
は
、
本
会

議
初
日
に
同
意
し
た
。
そ
の
他

の
議
案
は
、
６
月
10
日
開
催
の

本
会
議
に
お
い
て
、
所
管
す
る

特
別
委
員
会
及
び
常
任
委
員
会

に
そ
れ
ぞ
れ
審
査
を
付
託
し
た
。

　

そ
の
後
、
所
管
委
員
会
に
お

い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
を
慎
重

に
審
査
し
、
６
月
20
日
開
催
の

本
会
議
に
お
い
て
各
委
員
長
か

ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
追
加
議
案
と
し
て
工

事
請
負
契
約
案
３
件
を
含
む
５

議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決（
同
意
）

し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案
と
審

議
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

６
月
12
日
開
催
の
予
算
特
別

委
員
会
で
、
一
般
会
計
及
び
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
、

左
記
の
と
お
り
可
決
し
た
。

▽
北
名
古
屋
市
市
税
条
例
等
の

一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
め

た
。

【
個
人
市
民
税
】

　

寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
を

拡
大
し
、
市
内
に
事
務
所
又
は

事
業
所
を
有
す
る
公
益
社
団
法

人
及
び
公
益
財
団
法
人
を
新
た

に
加
え
た
。

【
法
人
市
民
税
】

　

地
方
自
治
体
間
の
税
源
の
偏

在
性
を
是
正
し
、
財
政
力
格
差

の
縮
小
を
図
る
た
め
、
法
人
税

割
の
税
率
を
１
２
・
３
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
９
・
７
パ
ー
セ
ン
ト

に
引
き
下
げ
た
。

【
固
定
資
産
税
】

　

わ
が
ま
ち
特
例
に
よ
る
固
定

資
産
の
課
税
標
準
の
特
例
の
対

象
を
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
耐
震
改
修
を
行
っ
た

既
存
建
築
物
に
係
る
固
定
資
産

税
の
減
額
に
つ
い
て
規
定
し
た
。

【
軽
自
動
車
税
】

　

四
輪
車
等
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
以
降
に
新
規
取
得
さ

れ
る
新
車
の
税
率
を
自
家
用

乗
用
車
は
、
１
・
５
倍
、
そ
の

他
の
区
分
の
車
両
は
、
約
１
・

２
５
倍
に
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、

最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を

経
過
し
た
場
合
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
約
１
・
５
倍
に
引
き
上

げ
た
。

　

二
輪
車
等
は
、
平
成
27
年
度

以
降
の
税
率
を
現
行
の
約
１
・

５
倍（
最
低
２
，
０
０
０
円
）

に
引
き
上
げ
た
。

▽
北
名
古
屋
市
交
通
安
全
条
例

の
一
部
改
正

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
市
、

市
民
及
び
事
業
者
な
ど
が
一
体

と
な
り
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

向
け
た
普
及
啓
発
な
ど
の
活
動

に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

第
二
回
定
例
会

第
二
回
定
例
会

第二回定例会は６月２日から６月20日
までの19日間を会期として開催した。

一般会計補正予算など16議案を可決 第
二
回
定
例
会

補
正
予
算

条
　
例

会 計 名 平成26年度
一般会計

平成26年度
国民健康保険特別会計

補 正 額 1億4,806万5,000円増 3,090万円増

予算現額 266億9,806万5,000円　 83億3,690万円　

主な内容

①緊急を要する道路橋梁新設改良工
事②建築工事費の高騰に伴う庁舎整
備事業の補填③国民健康保険税の負
担の見直しに伴う繰入金の変更

①保険税率等の見直しに伴う増
収②保険税の軽減判定所得基準
の見直しに伴う減収
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▽
北
名
古
屋
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
の
財
政
基
盤

の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
軽
減

判
定
所
得
の
基
準
を
見
直
す
た

め
、
左
記
の
と
お
り
本
条
例
の

一
部
を
改
め
た
。

▽
北
名
古
屋
市
児
童
遊
園
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
平
成
26
年
９
月
、
中
之
郷
諏

訪
地
区
に
新
た
に
児
童
遊
園
を

設
置
す
る
。

▽
北
名
古
屋
市
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
等
条
例
の
制

定
　
い
じ
め
の
防
止
及
び
早
期
発

見
な
ど
の
対
策
を
効
果
的
に
推

進
す
る
た
め
、
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
、
い
じ
め
問
題

専
門
委
員
会
、
い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
を
設
置
す
る
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
天

神
中
学
校
体
育
館
非
構
造
部

材
耐
震
改
修
工
事
）

　
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
、

屋
内
運
動
場
の
天
井
落
下
被
害

の
教
訓
か
ら
、
体
育
館
及
び
武

道
場
の
天
井
撤
去
工
事
を
行
い
、

あ
わ
せ
て
、
老
朽
化
し
た
屋
根
、

外
壁
、
サ
ッ
シ
な
ど
の
改
修
工

事
を
次
の
よ
う
に
契
約
し
た
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機

器
設
置
工
事
）

　
東
西
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
に
伴
い
、
安
全
・
安
心
な
給

食
を
提
供
す
る
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
行
う
工
事
及
び

プ
レ
ハ
ブ
冷
蔵
庫
、
ス
テ
ン
レ

ス
製
調
理
釜
等
の
給
食
調
理
設

備
の
設
置
を
行
う
工
事
を
次
の

よ
う
に
契
約
し
た
。

契
　
約

２　軽減措置の拡大（前年中の世帯の総所得金額が次の金額以下の場合に適用される）

区　　　分 改正前 改正後

７ 割 軽 減 330,000円 330,000円

５ 割 軽 減 330,000円＋245,000円×（被保険者数
－世帯主） 330,000円＋245,000円×被保険者数

２ 割 軽 減 330,000円＋350,000円×被保険者数 330,000円＋450,000円×被保険者数

学校給食センター
建設工事

学校給食センター
厨房機器設置工事

契約方法 指名競争入札 指名競争入札

入札業者数 ６者 ４者

契 約 者 株式会社淺沼組
名古屋支店

株式会社アイホー
名古屋支店

契約金額 18億3,276万円 ４億8,384万円

天神中学校体育館
非構造部材耐震改修工事

契約方法 指名競争入札

入札業者数 10者

契 約 者 株式会社近藤組
名古屋支店

契約金額 １億7,064万円

１　税率の改正

区　　　分
医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

（40～64歳の方）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所 得 割 額 4.7％ 4.9％ 1.6％ 1.7％ 1.0％ 1.1％

資 産 割 額 17.0％ 17.0％ 7.0％ 7.0％ 4.5％ 4.5％

均 等 割 額 13,600円 14,800円 5,300円 5,800円 3,600円 3,700円

平 等 割 額 16,400円 19,600円 6,600円 7,000円 4,600円 4,700円

賦課限度額 470,000円 490,000円 120,000円 130,000円 90,000円 100,000円

給食センター完成予想図
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　　第二回定例会　◇上程議案とその審議結果◇
平成26年度北名古屋市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決 賛成多数
北名古屋市市税条例等の一部改正について 原案可決 賛成多数
北名古屋市都市計画税条例の一部改正について 原案可決 全員賛成
北名古屋市交通安全条例の一部改正について 原案可決 全員賛成
平成26年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決 賛成多数
北名古屋市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決 賛成多数
北名古屋市児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部改正について 原案可決 全員賛成
北名古屋市いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定について 原案可決 全員賛成
北名古屋市公平委員会委員の選任について 原案同意 全員賛成
北名古屋市公平委員会委員の選任について 原案同意 全員賛成
北名古屋市公平委員会委員の選任について 原案同意 全員賛成
工事請負契約の締結について（天神中学校体育館非構造部材耐震改修工事） 原案可決 全員賛成
工事請負契約の締結について（学校給食センター建設工事） 原案可決 全員賛成
工事請負契約の締結について（学校給食センター厨房機器設置工事） 原案可決 全員賛成
北名古屋市副市長の選任について 原案同意 全員賛成
北名古屋市固定資産評価員の選任について 原案同意 全員賛成

 

　
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会（
平
成
26
年
５
月
28
日
開
催
）

及
び
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会（
平
成
26
年
４
月
17
日
開

催
）
に
お
い
て
、
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
に
よ

り
、
大
原
久
直
議
員
が
表
彰
を

受
け
ら
れ
、
本
市
議
会
第
二
回

定
例
会
に
お
い
て
表
彰
状
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ

く
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
渡
邉
紘

三
前
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

議
長
公
室
に
お
い
て
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

同
　
意

選
　
挙

渡邉紘三 前議員 大原久直 議員

▽
北
名
古
屋
市公

平
委
員
会
委
員

（
敬
称
略
）

　

村
上　

文
男

　
　
　

あ
ま
市
中
萱
津

　

松
田　

弘
一

　
　
　

北
名
古
屋
市
西
之
保

　

大
口　

陽
子

　
　
　

北
名
古
屋
市
鹿
田

▽
北
名
古
屋
市
副
市
長

（
敬
称
略
）

　

日
置　

英
治

　
　
　

北
名
古
屋
市
山
之
腰

▽
北
名
古
屋
市固

定
資
産
評
価
員

（
敬
称
略
）

　

日
置　

英
治

　
　
　

北
名
古
屋
市
山
之
腰

▽
北
名
古
屋
市
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
及
び
補
充
員

　
【
委　

員
】（
敬
称
略
）

　

安
藤　

銑
吾

　
　
　

北
名
古
屋
市
西
之
保

　

篠
田　

み
き
子

　
　
　

北
名
古
屋
市
六
ツ
師

　

加
藤　

隆
史

　
　
　

北
名
古
屋
市
高
田
寺

　

森
川　

妙
子

　
　
　

北
名
古
屋
市
石
橋

　
【
補
充
員
】

　

半
谷　

賢
司

　
　
　

北
名
古
屋
市
沖
村

　

金
森　

淑
英

　
　
　

北
名
古
屋
市
鹿
田

　

牧
野　

鋭
二

　
　
　

北
名
古
屋
市
九
之
坪

　

森　
　

信
雄

　
　
　

北
名
古
屋
市
薬
師
寺

議
員
表
彰
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第４回
議会報告会を
開催します！！
　議会改革の一環として、北名古屋市議会では、「より開か

れた議会」を目指し、第４回議会報告会を開催します。

　この報告会では、議会の審議や全員協議会の協議内容に

ついて、市議会議員が直接、市民の皆さんに説明・報告を

行います。ぜひ、ご参加ください。

と　き　平成２６年１０月１８日（土）

　　　　午前１０時～１１時３０分（終了予定）

ところ　北名古屋市総合体育館多目的ホール
※駐車台数に限りがあります。お乗りあわ

せのうえ、ご来場ください。

第４回
議会報告会を
開催します！！

20
日（
金
）

19
日（
木
）

18
日（
水
）

17
日（
火
）

16
日（
月
）

14
日（
土
）

15
日（
日
）

13
日（
金
）

12
日（
木
）

11
日（
水
）

10
日（
火
）

９
日（
月
）

３
日（
火
）

～
８
日（
日
）

6
月　
　

２
日（
月
）

第
二
回
定
例
会
審
議
日
程

本
会
議

諸
般
の
報
告
、
委
員
長

報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決
、
追
加
議
案
の
上

程
、
追
加
議
案
の
質
疑
・

討
論
・
採
決
、
閉
会

議
会
運
営
委
員
会

鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業

等
検
討
特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

建
設
常
任
委
員
会

議
案
精
読

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

議
案
精
読

本
会
議

諸
般
の
報
告
、
質
疑

議
案
の
委
員
会
付
託

一
般
質
問

議
会
運
営
委
員
会

議
案
精
読

本
会
議

開
会
、
会
議
録
署
名
議

員
の
指
名
、
会
期
の
決

定
、
諸
般
の
報
告
、
市

長
所
信
及
び
施
政
方
針
、

議
案
の
上
程
、
提
案
説

明
、
一
部
議
案
の
質
疑
・

討
論
・
採
決
、
選
挙
、

特
別
委
員
会
の
設
置

聴かせてください
みなさまの声
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▼
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

質
問
　
西
庁
舎
分
館
建
設
工
事

の
入
札
が
不
調
と
な
り
、
工
事

費
が
増
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

根
拠
は
。

答
弁
　
東
日
本
大
震
災
の
復
興

工
事
な
ど
で
労
務
費
及
び
資
材

不
足
に
よ
る
資
材
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
。
積
算
根
拠
の
見
直

し
を
行
っ
た
結
果
、
高
騰
分
が

増
額
と
な
っ
た
。

質
問
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
は
、
来
年
度
の
介

護
保
険
制
度
の
見
直
し
を
前
提

に
し
た
も
の
か
。

答
弁
　
来
年
度
の
要
支
援
１
、

２
の
方
の
予
防
給
付
認
定
を
前

提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
医

療
と
介
護
の
連
携
を
進
め
る
た

め
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
費
の
旅
費
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答
弁
　
関
係
機
関
連
絡
会
議
や

研
修
会
の
参
加
費
用
で
あ
る
。

質
問
　
災
害
時
、
県
で
は
、
避

難
場
所
等
に
お
い
て
、
独
自
に

水
の
確
保
を
す
る
方
法
を
考
え

て
い
る
。
市
と
し
て
の
考
え
は
。

答
弁
　
防
災
拠
点
に
お
い
て
も
、

飲
料
水
の
確
保
が
重
要
と
な
る
。

行
政
だ
け
で
は
、
飲
料
水
の
確

保
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
生
活

用
水
や
井
戸
の
活
用
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
土
木
費
の
増
額
補
正
は
、

自
治
会
の
要
望
や
緊
急
性
の
あ

る
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
緊
急
性
の
判
断
基
準
は
。

答
弁
　
近
年
多
発
す
る
ゲ
リ
ラ

豪
雨
に
よ
る
道
路
冠
水
被
害
の

防
止
や
歩
行
者
等
の
安
全
確
保

の
た
め
、
一
日
で
も
早
く
改
良

し
、
住
民
不
安
を
払
拭
す
る
こ

と
が
緊
急
性
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
　
い
じ
め
を
経
験
し
た
人

な
ど
の
意
見
は
重
要
で
あ
る
。

い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁
　
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、

教
育
関
係
の
専
門
家
、
警
察
官

の
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
学
問
上
だ
け
で

は
な
く
、
経
験
豊
か
な
方
を
選

ん
で
い
く
。

質
問
　
九
之
坪
南
保
育
園
の
統

廃
合
に
つ
い
て
、
今
後
、
地
域

へ
の
説
明
会
な
ど
を
行
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
利
用
者
が
満
足
で
き
る

よ
う
施
設
の
整
備
を
図
り
、
様

々
な
機
会
を
捉
え
て
十
分
な
説

明
を
行
い
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
い
く
。

▼
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

質
問　

４
年
間
の
国
民
健
康
保

険
税
の
減
税
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
評
価
、
検
証
を
し
て
い
る

の
か
。

答
弁　

減
税
に
よ
り
納
税
意
識

が
高
ま
っ
た
も
の
の
保
険
給
付

額
は
、
収
納
額
に
追
い
つ
か
な

い
ほ
ど
伸
び
て
お
り
、
給
付
と

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
保

険
税
の
負
担
の
見
直
し
は
避
け

ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
。

質
問　

市
長
選
挙
前
に
周
知
さ

れ
ず
、
選
挙
後
の
増
税
で
は
、

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答
弁　

今
回
の
税
率
改
正
は
、

低
所
得
者
層
対
策
の
見
直
し
も

あ
り
、
最
大
限
の
減
税
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
上
で

増
税
と
い
う
形
と
な
っ
た
。

▼
北
名
古
屋
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正

質
問　

国
の
低
所
得
者
軽
減
措

置
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
便
乗
し
て

改
正
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

国
の
低
所
得
者
世
帯
へ

の
改
正
に
よ
り
、
行
わ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
現
状
が
適
正
で

あ
る
か
検
証
し
た
上
で
の
、
税

率
の
改
正
で
あ
る
。

～主な議案質疑の
　　内容を紹介します～

予算特別委員会：平成26年度北名古屋市一般会計補正予算（第１号）
　　　　　　　　：平成26年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

審査報告審査報告

予
算
特
別
委
員
会

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

審査報告
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委員会における

▼
北
名
古
屋
市
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
等
条
例
の
制

定
質
問　

校
内
外
暴
力
と
い
じ
め

と
の
境
界
が
分
か
ら
な
い
場
合

の
対
応
は
。

答
弁　

そ
の
行
為
が
犯
罪
行
為

で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
、

警
察
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対

応
す
る
こ
と
と
な
る
。

▼
北
名
古
屋
市
児
童
遊
園
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

質
問　

児
童
遊
園
は
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
で
あ
る
。
ト
イ

レ
は
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

今
後
、
設
置
す
る
児
童

遊
園
に
は
、
ト
イ
レ
の
設
置
予

定
は
な
い
。
ま
た
、
既
設
ト
イ

レ
も
修
繕
が
不
可
能
な
場
合
は

撤
去
す
る
方
針
で
あ
る
。

▼
北
名
古
屋
市
市
税
条
例
等
の

一
部
改
正

質
問　

今
回
の
改
正
で
、
軽
自

動
車
が
１
・
５
倍
程
度
上
が
る

な
か
、
原
動
機
付
自
転
車
は
、

倍
増
の
２
千
円
と
な
る
。
こ
の

違
い
は
。

答
弁　

２
千
円
未
満
の
税
率
を

２
千
円
に
引
き
上
げ
る
と
い

う
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

２
千
円
と
し
た
。

質
問　

軽
自
動
車
税
の
改
正
は
、

ど
の
よ
う
な
背
景
で
審
議
さ
れ
、

条
例
化
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　

税
制
の
抜
本
改
革
な
ど

で
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る

駆
け
込
み
需
要
や
反
動
減
の
緩

和
を
視
野
に
入

れ
、
車
体
課
税

の
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
軽
自
動

車
税
に
つ
い
て

も
改
正
が
な
さ

れ
た
。

議
会
運
営
委
員
会
　

　
　
行
政
視
察
報
告

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
去
る

７
月
２
日
、
３
日
に
大
阪
府
堺

市
及
び
兵
庫
県
三
田
市
を
訪
問

し
、
議
会
運
営
等
に
つ
い
て
視

察
研
修
を
行
っ
た
。

　

堺
市
議
会
は
、
平
成
24
年
10

月
か
ら
議
会
報
告
会
を
試
行
し

て
お
り
、
議
会
報
告
と
議
員
と

の
懇
談
の
２
部
構
成
に
よ
る
報

告
会
を
運
営
す
る
ほ
か
、
報
告

会
の
会
場
に
議
場
を
活
用
す
る

な
ど
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
一
般
質
問

に
つ
い
て
は
、
一
括
質
問
方
式

ま
た
は
、
一
問
一
答
方
式
の
選

択
制
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
運
用
方
法
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

次
に
訪
問
を
し
た
三
田
市
議

会
に
お
い
て
も
、
一
般
質
問
に

つ
い
て
は
、
一
括
質
問
方
式
と

一
問
一
答
方
式
の
選
択
制
と
す

る
運
用
を
行
っ
て
い
た
。
議
会

報
告
会
に
つ
い
て
は
、
各
常
任

委
員
か
ら
な
る
３
つ
の
班
を
編

成
し
、
異
な
る
地
域
の
会
場
で

開
催
す
る
運
用
が
な
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
全
国
的
に
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
議
会
だ
よ

り
の
紙
面
デ
ザ
イ
ン
や
工
夫
点

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。

　

い
ず
れ
も
、
本
市
議
会
の
検

討
中
の
課
題
で
あ
り
、
非
常
に

参
考
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
後
の
議
会
運
営
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

福祉教育常任委員会：北名古屋市国民健康保険税条例の一部改正
　　　　　　　　　：北名古屋市いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定
建 設 常 任 委 員 会：北名古屋市児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部改正
総 務 常 任 委 員 会：北名古屋市市税条例等の一部改正

建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
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市政クラブ

牧 野 孝 治

所信及び施政方針について
①　国は医療費の抑制を進めるため、平成28年をめどに都道府県ごとに医療費削減目標を設定
する方針を示した。救急を含めた 24時間体制の医療ニーズと都道府県の医療費削減目標のは
ざまに立つことになる。今後の考えは。
②　次世代教育については、行政サービスとして提供するだけではなく、家庭ですべきこと、社
会全体ですべきこともある。行政としても家庭や社会に何らかの形で働きかけていくことが重
要ではないか。
③　有事に際しては、市民が自助、共助の相互扶助の精神をいかに発揮できるかが重要である。
自助、共助の仕組みがうまく働くように行政としての考えは。
④　都市の魅力を高めるため、運動公園の整備に合わせ、その地下に雨水貯留施設を整備すると
ともに、リニアインパクトへの対応として、広域での連携体制づくり、鉄道立体交差化などの
実現に向け努力しなければならない。昨年、地方
制度調査会の答申を踏まえ、地方公共団体の組織
及び運営の合理化を図るため、新たな広域連携の
制度が創設された。これらを踏まえ、行政機能向
上についての考えは。
⑤　財政を圧迫する要素は山積しているが、消極的
な財政運営を行ったのでは発展は望めない。施策
実現に向けて、夢に向かって実行あるのみと宣言
されたが、本市の盤石な財政基盤の構築に向けて
市長の決意は。

代 表 質 問代 表 質 問代 表 質 問

市　長　①　地域包括医療の体制づくりをはじめとして医療・介護の連携の中で医療提供体制を
整え、限られた医療資源を効果的に無駄なく活用していく。医療費の削減では不要不急な治療
などを控え、自分の健康は自分で守ることが原点と考える。今後も予防医療、介護予防など医
療費の抑制に努めていきたい。
②　昨年からコミュニティスクール制度を導入し、学校と地域の活性、さらに学校支援活動の活
性化を図りたい。父親の育児参加、高齢者の子どもの登下校の見守り活動など、行政が家庭や
社会に働きかけていくことをサポートできる持続可能な仕組みを作り、地域に浸透させ、子ど
もたちの成長を地域ぐるみで支えていく。
③　日ごろの訓練、講話などが、実際の効果につながるよう、東松島市との連携強化により、被
災団体の取り組みを参考に内容を深めていく。
④　ごみ焼却工場の建設をはじめ、道路を含めた公共交通網の整備、防災対策、住宅、教育、雇
用などの水準を高め、鉄道立体交差化による都市機能の強化、企業進出のための環境整備、こ
うした事業に対し広域連携を軸とした行政機能の向上に取り組んでいく。
⑤　近視眼的になることなく、長期的視点のもとに地方自治の基本に立ち返り、最少の経費で最
大の効果を挙げる努力をし、将来の世代に負担を残すことのないよう行政運営に努めて盤石な
財政基盤を築き上げていく。
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公明党

間 宮 文 枝
代 表 質 問代 表 質 問代 表 質 問

施政方針について
①　社会環境や時代の変化から、今までの政治・行政の考え方は通用しなくなってきている。地
域コミュニティも地域によっては限界にきており、その再構築の必要性をどう感じているのか。
また、住民のニーズが多様化するなか、市民との距離をどう縮めるのか問われている。経験あ
る第一線を退かれた方にコーディネーターを依頼する考えは。
②　高齢者にある程度有償の介護支援ボランティ
アなどの社会参加、社会的役割を持ってもらう
ことで、結果として介護予防につながると思う
が考えは。
③　小学校区を目安に運動広場を整備するとのこ
とだが、機能的な面での特徴は。
④　自助、共助は市民の備えにかかってくる。日
頃の取り組みが重要となるが、市民協働の手法
を用いて支援を行っていくべきではないか。
⑤今後の人材育成について具体的な考えは。

市　長　①　本市では地域のコミュニティ活動を自治体が主体となって運営し、防災環境面など
で大きな効果を上げている。社会環境や時代の変化に応じた地域コミュニティの再構築は計画
的な取り組みとして考えていく必要がある。周囲の自治体を見ると多様化する地域の課題を自
ら話し合い解決していく新たな地域自治組織の設立を目指す動きも出ている。本市として、最
も望ましい地域コミュニティを育てる仕組みを考えなければならない。
②　地域ふれあいサロンの運営を高齢者グループに委託している。回想法スクールの卒業生の会
である、いきいき隊の交流事業の開催等好評を得ている。活動できる場があり、役割があると
いうことで高齢者の方々は生きがいを感じ、結果として介護予防につながり、高齢者社会の活
性化につながることから、今後も支援推進していきたい。介護保険制度では、要支援１、２の
方々のサービスが地域支援事業に移行され、有償ボランティアの介護支援を要望する方が増え
てくる。一人暮らしや高齢者のみの世帯の生活支援をワンコインサービスとして実施すべく検
討している。
③　市内には 11 か所の運動広場がある。これからの社会を支える子どもたちの遊び場としてミ
ニサッカーなどができるよう、さらに災害時の避難場所といった活動拠点設備として設置に取
り組みたい。
④　自主防災会等に防災訓練、防災講話などを通じ、有事の時に自らの命を守る行動ができるよ
う働きかけ、市としてもしっかり対応していきたい。支援としては、自主防災会事業補助金等
により研修会や防災資器材の充実を図り、自主防災会の活性化を図り、連携に努めていく。
⑤　社会の仕組みに大きな変革の時が訪れ、その動きを敏感に察知できる行政職員の感性が必要
になる。これから様々な変化が予想され、変化に対応できる改善改革する能力が強く求められ
ている。こうしたことを考えていくため、研修内容を精査し、自己啓発の方法等取り組みを進
めていきたい。



代
　
表
　
質
　
問

あ
な
た
の
声
を
市
政
に
!

平成26年８月１日（42号）
10北名古屋市議会だより

日本共産党

大 原 久 直

緊急医療体制に小児科医を
　市長は、健康快適都市を掲げ、誰もが安全・安心に暮らせるまちを目指すとし、市民融和に心
がけ努力してきた。常日頃から平和を愛し、市民を愛することを大切にし、様々な平和事業や市
民の平和への取り組みを支援してきた。緊急医療体制の確立の必要性を説き、市内の民間救急
病院への積極的な支援を表明して
いるが、具体的な内容については、
触れられていない。市民は小児科
医の 24時間対応できる体制を強く
望んでいる。市長の考えは。

代 表 質 問代 表 質 問代 表 質 問

再
質
問　

こ
れ
か
ら
新
し
く
救

急
医
療
体
制
が
で
き
る
病
院

に
対
し
、
２
市
１
町
で
支
援

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
小
児

科
医
が
24
時
間
対
応
で
き
る

よ
う
な
体
制
整
備
に
向
け
努

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
　
長　

小
児
科
医
の
医
師
不

足
が
決
定
的
要
素
で
あ
り
、

そ
れ
を
当
面
補
完
す
る
施
策

を
医
療
機
関
と
協
議
し
、
最

善
の
努
力
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
内
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
増
設
を

・
未
来
を
託
す
世
代
へ
の

支
援
に
つ
い
て

・
災
害
に
備
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

・
市
内
の
商
工
業
者
へ
の

支
援
強
化
に
つ
い
て

市　長　現在、市内には小児科を
標榜している診療所は 17施設あ
り、病院が１施設で、小児科専
門医のいる医療機関は２施設で
ある。小児科専門医による 24
時間対応できる医療機関は、本
市以外の近隣市町でも無い。保
健医療を取り巻く環境の変化で、
医師不足により、特に小児科専門医の確保は困難になってきている。この状況を踏まえ、緊急
な病状の変化に対応しやすいように保護者等の方に地域で身近な医療機関である「かかりつけ
医」をもってもらうようお願いし、乳幼児健診時、育児相談等においてその必要性と重要性を
伝えている。地域の診療所の休診日には、休日急病診療所の案内や救急医療情報システムの周
知、啓発を行い、多様化した救急救命医療の要望に対応している。２次救急医療を担っている
済衆館病院は 24時間体制での受け入れが可能となっている。24時間対応のできる小児科専門
医の確保が困難な中、現在の医療体制を有効に活用しながら小児医療の充実に努めたい。
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自民クラブ

太 田 考 則

市民融和について
　本市における西と東の格差、東高西低になっているという市
民の意見がある。我々も市長とともに、旧町に偏ることなく、
本市の発展のために尽力してきたつもりであるが、市民と我々
の間に大きな隔たりがあるように思われる。市長は、本市発足
以来、市民融和を目指し努力をされてきたが、市民感情はその
ようになっていない。今までの市民融和施策を検証し、不具合
があれば正常に機能させることが必要ではないか。

代 表 質 問代 表 質 問代 表 質 問

市　長　市民が融和し、協働し、市を発展させていくことは非常に重要なことであり、合併し
た市町村の最も優先の課題となるべきテーマである。それぞれがこれまでの施策によってまち
づくりをし、一つの市となり、発展をさせていく。そこには市民の融和が必要であり、各種イ
ベント、団体の統合等を通じ取り組んでいる。毎年の予算配分も不公平感を感じないよう十分
配慮し、取り組んでいる。しかし、立場や考えの違う方々の中で、不公平感を感じる方もいる。
行政と議会は、市民の融和を含めた市民福祉の増進というビジョンを共有しながら、市民全体
に向き合って取り組みを進めていく。

再
質
問　

市
議
会
で
議
会
報
告

会
を
行
っ
た
。
開
い
た
と
こ

ろ
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
８
年
間
の
長
瀬
市
政

を
見
て
き
て
、
や
は
り
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
局
が

同
行
し
、
市
長
が
市
民
に
説

明
し
、
市
民
の
声
を
聞
く
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
　
長　

市
民
の
意
見
を
聞

く
と
い
う
の
は
当
然
で
あ

り
、
謙
虚
に
受
け
と
め
て
い

る
。
さ
ら
に
市
民
の
意
見
を

伺
う
よ
う
な
市
政
に
努
力
し

て
い
き
た
い
。「
東
高
西
低
」

と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
い
た

が
、
私
、
個
人
の
立
場
で
考

え
る
と
、
東
地
区
の
出
身
者

で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
西

地
区
に
対
す
る
配
慮
、
気
遣

い
を
し
な
が
ら
今
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
と
自
負
し
て
お

り
、
ま
た
、
計
数
的
に
も
決

し
て
遜
色
は
な
い
。
こ
れ
か

ら
も
同
じ
平
準
化
の
中
で
北

名
古
屋
市
は
一
つ
で
あ
る
と

い
う
信
念
に
は
変
わ
り
は
な

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
企
業
誘
致
に
つ
い
て

・
ご
み
焼
却
工
場
建
設
に
つ

い
て

上空から市内を望む
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市民民主クラブ

松 田　 功

平成26年度施政方針について
①　救急医療機関の支援について、現状とその効果は。また、名古屋市西部医療センターや小牧
市民病院などの隣接自治体病院との連携や市バスの病院への乗り入れについての考えは。
②　小学校区を目安に運動広場を整備するとあるが、その規模は。また、どのような運動、スポ
ーツを目的とした運動広場を目指し、効果を期待しているのか。
③　行政が公助の役割を発揮していくため、健康ドーム周辺にスペー
スを確保することを検討とあるが、大きさは。また、日常の活用は。
④　市が連携を深めていかなければならない名古屋市の動きが活発化
している。行政機能を向上するため、今後の名古屋市との連携強化
をどのように進めるのか。
⑤　公共工事の入札における不調及び不成立が激増している。本市に
おける入札不調や入札不成立といった事態への対応は。

代 表 質 問代 表 質 問代 表 質 問

市　長　①　二次救急病院である済衆館病院には、２市１町で「救急医療の充実と確保」に向けた運営
費に対し、引き続き、補助するとともに、現在、予定されている病院増床計画や高度医療機器更新に
要する経費負担など積極的に支援する。今後も隣接自治体病院との連携、アクセスの利便性など、環
境整備を推進するために、研究していきたい。

②　災害に向けても活用できる広場で、面積については勘案しながら検討していく。
③　健康ドームを医療・救護の拠点としていく考えはあるが、ドームに近い済衆館病院と一体として防
災拠点とする詳細な計画がなく、大規模な防災拠点とするために必要なインフラ整備や施設・設備に
ついて整理し、整備の方針を具現化した後、この取り組みの理解を得ながら進めていく。また、必要
なスペースの規模や災害時以外の活用方法についても、今後、検討していく。

④　ごみ処理をはじめ、環境対策、防災対策、まちづくり、高齢福祉などの行政サービスの提供など、
範囲を広げ、さらに連携を密にしていく。

⑤　国の基準を受け、愛知県が定める地域の材料費、労務費等最新の単価に基づき算定をしており、建
設コストの上昇分を見込み取り組んでいる。こうした変動に対する対応については、実勢価格、最新
価格による設計、積算を行うとともに、設計業者との連携も密にし、予定価格に反映した積算に努め、
工事発注の前倒しや平準化による適正な工期を確保するなど、受注意欲の向上につながる方策に取り
組んでいきたい。

再
質
問　

名
古
屋
市
と
の
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
我
が
ま
ち

の
よ
さ
を
よ
り
向
上
し
て
い

く
と
い
う
意
味
で
は
、
積
極

的
に
交
流
を
さ
れ
て
い
る
。

行
政
間
の
交
流
が
う
ま
く
発

展
で
き
る
か
心
配
し
て
い
る

が
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
は
。

市
　
長　

名
古
屋
市
と
い
う
一

つ
の
単
位
を
捉
え
、
交
流
が

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
き

た
い
。
幅
広
い
名
古
屋
市
の

人
脈
、
人
材
と
我
々
が
交
流

で
き
る
よ
う
な
形
を
捉
え
て

い
き
た
い
。

再
々
質
問　

市
長
は
冷
静
に
判

断
を
し
て
、
名
古
屋
市
長
に

提
言
し
、
市
民
の
た
め
に
連

携
を
と
っ
て
い
る
。
名
古
屋

の
状
況
も
変
化
す
る
な
か
、

名
古
屋
市
職
員
と
も
深
い
交

流
を
と
り
、
市
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
を
い
た
だ
き
た
い

が
、
そ
の
辺
の
決
意
は
。

市
　
長　

人
事
の
交
流
、
名
古

屋
市
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
情

報
収
集
を
行
い
、
市
の
さ
ら

な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
き
た

い
。
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質
問

　

先
進
的
な
食
育
の
取
り
組
み

を
行
う
モ
デ
ル
校
を
ス
ー
パ
ー

食
育
ス
ク
ー
ル
と
し
て
指
定
し
、

事
業
を
行
う
も
の
で
、
本
市
も

事
業
を
進
め
て
い
る
が
、

①
事
業
の
今
年
度
の
展
開
は
。

６
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
降
の

予
定
は
。

②
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
り
、
家
庭
、
地
域
と
の

連
携
を
進
め
る
の
か
。

③
事
業
の
検
証
、
他
校
へ
の
普

及
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
は
。

④
来
年
度
以
降
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

①
大
学
や
企
業
の
協
力
を
得

た
食
育
の
特
別
授
業
や
体
験
学

習
を
10
回
程
度
、
児
童
生
徒
を

対
象
と
し
た
和
食
料
理
教
室
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

②
児
童
・
生
徒
自
身
が
月
１
回
、

食
習
慣
、
生
活
習
慣
及
び
運
動

習
慣
の
点
検
、
評
価
、
改
善
を

行
い
、
こ
の
こ
と
を
１
年
間
繰

り
返
す
と
と
も
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
協
力
で
各
習
慣
の
重
要
性

を
啓
発
し
、
保
護
者
の
意
識
改

革
を
促
す
。

③
北
名
古
屋
市
学
校
食
育
推
進

協
議
会
が
５
回
、
愛
知
県
学
校

食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
委
員
会

が
３
回
、
本
事
業
の
進
捗
状
況

を
点
検
し
、
評
価
、
助
言
を
行

う
。
食
育
学
習
計
画
を
市
及
び

県
で
点
検
、
評
価
、
修
正
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
学
校
は
実
践
し
、

そ
の
結
果
を
市
及
び
県
で
評
価

を
行
い
、
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

市
内
各
校
を
含
む
内
外
へ
の
普

及
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉

え
て
、
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
。

④
次
年
度
以
降
も
予
算
が
つ
け

ば
最
長
３
年
程
度
は
可
能
で
あ

る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

本
年
度
の
取
り
組
み
成
果
を
着

実
に
検
証
し
、
課
題
を
明
確
に

し
、
よ
り
充
実
し
た
食
育
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

①
災
害
時
要
援
護
と
は
、
ど

の
よ
う
な
援
護
か
。

②
災
害
時
要
援
護
者
登
録
後
の

名
簿
は
ど
の
部
署
で
管
理
さ
れ
、

ど
こ
へ
提
供
さ
れ
て
い
る
か
。

③
災
害
時
要
援
護
者
の
安
否
確

認
及
び
緊
急
時
の
対
応
は
ど
の

部
署
が
担
当
す
る
の
か
。

④
地
域
支
援
者
な
ど
も
被
災
し

て
い
る
場
合
を
想
定
し
た
対
応

を
検
討
し
て
い
る
か
。

⑤
在
宅
高
齢
者
の
災
害
時
要
援

護
者
登
録
台
帳
策
定
作
業
の
６

年
間
の
経
緯
と
今
後
の
対
応
は
。

答
弁
（
社
会
福
祉
課
長
）

　

①
日
常
的
に
移
動
や
災
害
情

報
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
方
に
、

災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
等
、

地
域
の
中
で
効
果
的
な
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

②
名
簿
は
社
会
福
祉
課
で
管
理

し
て
お
り
、
民
生
委
員
と
自
主

防
災
会
へ
提
供
し
て
い
る
。

③
福
祉
部
及
び
防
災
交
通
課
と

な
る
。

④
防
災
講
習
会
等
で
、
被
災
し

て
い
な
い
地
区
住
民
が
支
援
者

と
し
て
助
け
合
う
「
共
助
」
の

大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。

⑤
平
成
20
年
度
か
ら
災
害
時
要

援
護
者
登
録
制
度
が
始
ま
り
、

災
害
時
要
援
護
者
及
び
要
援
護

者
の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
等

を
行
う
支
援
者
の
安
全
確
保
に

向
け
、
支
援
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
に
取
り
組
む
。

再
質
問

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
は
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

再
答
弁
（
社
会
福
祉
課
長
）

　

実
情
に
即
し
た
避
難
行
動
支

援
等
の
見
直
し
を
進
め
、
災
害

時
要
援
護
者
等
の
避
難
誘
導
等

を
行
う
支
援
者
の
安
全
確
保
も

含
め
、
円
滑
か
つ
迅
速
に
避
難

支
援
等
が
行
え
る
よ
う
、
地
域

の
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
。

再
々
質
問

　

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
管
理

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
の
内
容
は
。

再
々
答
弁
（
社
会
福
祉
課
長
）

　

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
連

携
に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護
者

台
帳
の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、

住
宅
地
図
と
の
連
携
に
よ
り
、

災
害
時
要
援
護
者
の
地
図
上
で

の
把
握
や
避
難
所
、
避
難
経
路

等
の
表
示
設
定
を
備
え
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル

事
業
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

長
瀬
　
悟
康

９
名　

市
政
を
問
う

（
要
旨
）

個
人
質
問

個
人
質
問

災
害
時
要
援
護
者
登
録
と

そ
の
運
用
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

沢
田
　
　
哲

そ
の
他
の
質
問

・
要
介
護
認
定
者
の
災
害
時

要
援
護
に
つ
い
て
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質
問

　

市
内
に
は
、
水
路
上
の
有
効

活
用
や
側
溝
、
水
路
等
に
ふ
た

を
か
け
て
い
る
箇
所
が
何
カ
所

も
あ
る
。
通
称
久
地
野
支
線
は
、

県
道
小
口
・
名
古
屋
線
と
市
道

の
間
を
並
行
し
、
新
川
堤
防
に

つ
な
が
る
水
路
で
、
抜
本
的
な

対
応
と
な
る
が
、
こ
の
久
地
野

支
線
に
ふ
た
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
水
路
の
に
お
い
や
水
の
事

故
等
の
心
配
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
、
水
路
上
を
通
学
路
な

ど
に
も
利
用
で
き
る
歩
道
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
の
地
域
の
安
全
が
確
保

で
き
る
の
で
は
。

答
弁
（
建
設
部
次
長
）

　

通
称
名
久
地
野
支
線
は
、
民

家
の
中
を
流
れ
る
幹
線
排
水
路

で
あ
り
、
排
水
路
は
整
備
済
み
、

工
事
費
的
に
は
ふ
た
を
設
置
す

る
だ
け
の
比
較
的
安
価
な
工
事

と
な
る
。
一
部
区
間
は
下
水
道

が
整
備
済
み
の
た
め
、
近
い
将

来
、
悪
臭
に
よ
る
環
境
対
策
は

必
要
な
く
な
る
可
能
性
は
高
い

が
、
水
路
の
転
落
防
止
の
観

点
か
ら
は
、
水
路
深
さ
が
１
・

５
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
落
下
し
た

場
合
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
性
は
十
分
あ
る
と
考
え

る
。
本
水
路
に
ふ
た
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
る
通
学
路
と
し
て

の
可
能
性
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
へ
の
貢
献
度
の
観

点
か
ら
見
る
と
、
現
在
の
通
学

路
は
、
県
道
小
口
・
名
古
屋
線

の
抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
、
通

学
児
童
に
と
っ
て
は
大
変
危
険

な
状
況
で
あ
る
。
本
水
路
上
を

通
学
路
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

は
、
現
段
階
で
は
答
え
ら
れ
な

い
が
、
通
学
経
路
と
し
て
好
ま

し
い
位
置
に
あ
り
、
ふ
た
を
設

置
し
た
場
合
の
幅
員
約
３
メ
ー

ト
ル
は
、
歩
道
と
し
て
も
十
分

で
、
地
域
全
体
の
交
通
安
全
の

確
保
、
さ
ら
に
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
も
大
き
く
寄
与
し
、

整
備
効
果
は
か
な
り
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
路
線
へ
の
ふ
た
設
置
に

つ
い
て
は
、
現
地
の
状
況
を
再

確
認
し
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

質
問

　

①
県
内
の
私
立
幼
稚
園
の
あ

る
35
市
で
就
園
奨
励
費
補
助
を

国
の
基
準
外
で
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
。

②
平
成
25
年
度
と
比
較
し
て
、

市
内
５
私
立
幼
稚
園
に
対
す
る

金
額
及
び
人
数
面
の
軽
減
効
果

や
理
事
長
の
反
応
は
。

③
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

の
予
算
額
と
本
市
予
算
額
と
の

差
の
理
由
は
。

④
本
市
の
補
助
金
の
計
算
方
法

は
、
国
の
基
準
と
同
じ
か
。

⑤
対
象
園
児
数
及
び
一
般
財
源

の
１
人
当
た
り
年
平
均
金
額
は
。

私
立
幼
稚
園
と
保
育
園
の
差
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

⑥
平
成
26
年
度
改
正
に
よ
る
第

４
階
層
で
市
立
保
育
園
の
場
合

の
負
担
額
は
。
多
子
世
帯
第
２

子
特
例
で
そ
れ
ぞ
れ
の
額
は
。

⑦
補
助
金
の
交
付
申
請
時
期
は
。

⑧
対
幼
稚
園
補
助
金
交
付
事
業

に
つ
い
て
担
当
部
課
長
と
園
側

と
の
意
見
交
換
会
で
、
園
割
り

補
助
金
に
つ
い
て
、
話
題
に
な

っ
た
か
。
金
額
の
過
小
に
つ
い

て
所
見
は
。

⑨
園
児
割
り
の
計
算
根
拠
は
。

⑩
５
歳
児
無
償
化
に
つ
い
て
の

経
緯
の
情
報
は
。

答
弁
（
児
童
課
長
）

　

①
22
市
で
あ
る
。

②
補
助
対
象
が
１
５
２
人
、
補

助
金
額
で
は
３
，
８
５
６
万
５

千
円
の
増
と
な
る
。
こ
の
件
に

つ
い
て
の
反
応
は
特
に
聞
い
て

い
な
い
。

③
予
算
積
算
方
法
の
差
で
は
な

い
か
と
推
測
す
る
。

④
国
と
同
じ
計
算
方
法
で
あ
る
。

⑤
対
象
児
童
数
は
１
，
０
６
７

人
で
、
平
均
金
額
は
10
万
８
，

６
２
２
円
で
あ
る
。
私
立
幼
稚

園
経
費
に
は
県
か
ら
の
補
助
制

度
も
あ
り
、
単
純
な
比
較
は
困

難
で
あ
る
。

⑥
両
親
と
子
ど
も
２
人
で
、
第

１
子
の
年
齢
が
３
歳
と
想
定

し
た
場
合
、
月
額
２
万
３
，

２
０
０
円
、
第
２
子
特
例
の

場
合
、
保
育
園
は
１
万
１
，

６
０
０
円
、
幼
稚
園
は
、
就
園

奨
励
費
補
助
金
が
増
額
と
な
る

が
、
ほ
ぼ
同
水
準
の
軽
減
と
な

る
。

⑦
６
月
末
ま
で
で
あ
る
。

⑧
額
や
使
途
に
関
し
て
話
題
に

な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
市
か
ら

の
制
約
は
つ
け
て
い
な
い
の
で

過
小
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
実
情
を
勘
案
し
検
討
す
る
。

⑨
保
育
園
の
園
医
報
酬
等
を
積

算
根
拠
と
し
て
い
る
。

⑩
正
式
に
愛
知
県
か
ら
の
通
知

な
ど
は
届
い
て
い
な
い
。

水
路
上
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

神
田
　
　
薫

私
立
幼
稚
園
振
興

�

事
業
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

山
下
　
隆
義

そ
の
他
の
質
問

・
国
際
友
好
都
市
提
携
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制

度
に
つ
い
て

・
市
長
公
約
と
担
当
部
の
業

務
推
進
に
つ
い
て
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質
問

　

地
域
に
密
着
し
た
側
溝
整
備

に
つ
い
て
の
要
望
、
意
見
は
圧

倒
的
に
多
い
。
市
内
に
は
、
土

地
改
良
時
に
施
工
さ
れ
た
施
設

が
多
く
あ
り
、
老
朽
化
が
激
し

く
、
機
能
が
低
下
し
、
流
下
が

著
し
く
阻
害
さ
れ
、
環
境
上
も

よ
く
な
い
。
し
か
し
、
財
政
状

況
を
理
由
に
あ
ま
り
予
算
化
は

さ
れ
て
い
な
い
。
市
の
財
政
状

況
は
長
期
に
わ
た
る
重
大
事
業

が
山
積
し
て
お
り
、
財
源
の
調

整
が
大
変
な
こ
と
は
理
解
す
る

が
、
対
応
の
考
え
は
。

答
弁
（
建
設
部
長
）

　

本
市
の
道
路
側
溝
は
、
土
地

改
良
事
業
に
よ
る
基
盤
整
備
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
が
多
く

存
在
し
、
設
置
か
ら
40
年
を
経

過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
損
傷
が

著
し
い
状
況
で
あ
る
。
毎
年
、

各
自
治
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
土

木
工
事
の
要
望
額
は
約
10
億
円

に
な
り
、
こ
の
大
半
が
生
活
道

路
の
側
溝
整
備
の
要
望
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
す
る
予
算
額
は

約
１
億
円
で
、
多
く
の
自
治
会

の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
う

し
た
要
望
に
少
し
で
も
応
え
る

た
め
、
維
持
補
修
工
事
に
よ
り

部
分
的
な
補
修
や
暫
定
的
な
整

備
を
行
い
な
が
ら
長
寿
命
化
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
側
溝
の

排
水
不
良
の
路
線
に
つ
い
て
は
、

専
門
業
者
に
よ
る
清
掃
を
行
っ

て
、
一
つ
で
も
多
く
の
要
望
に

応
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
生
活
道
路
の
側

溝
整
備
は
、
通
学
路
の
安
全
対

策
と
並
び
、
本
市
の
土
木
事
業

で
最
も
優
先
さ
せ
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
。

再
質
問

　

通
学
路
の
問
題
に
も
触
れ
、

現
場
を
見
な
が
ら
、
各
自
治
会
、

市
民
か
ら
出
て
き
た
言
葉
を
体

感
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
と
思

う
。
非
常
に
予
算
要
求
は
苦
し

い
が
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
、

財
政
当
局
に
も
理
解
を
い
た
だ

き
た
い
が
。

再
答
弁
（
建
設
部
長
）

　

生
活
道
路
、
通
学
路
の
整
備

に
つ
い
て
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

質
問

　

平
成
25
年
８
月
の
厚
生
労
働

省
研
究
班
の
調
査
報
告
に
よ
り
、

健
康
や
生
活
に
支
障
を
き
た
す

ネ
ッ
ト
依
存
の
中
高
生
が
推
計

51
万
８
，
０
０
０
人
に
上
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
予
防
と

対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ネ
ッ
ト
依
存
は
、
た
っ
た

１
カ
月
で
重
症
化
す
る
こ
と
も

あ
り
、
一
刻
も
早
い
対
策
が
必

要
で
、
早
期
発
見
が
重
要
で
あ

る
。
日
常
生
活
の
中
で
発
す
る

依
存
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
が
大
事
で
あ
る
点
を
、
保

護
者
や
教
師
へ
啓
発
し
、
子
ど

も
た
ち
に
も
そ
の
怖
さ
を
認
識

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
回
の
ネ
ッ
ト
依
存
の
調
査
報

告
書
に
つ
い
て
の
所
見
は
。
ま

た
、
ネ
ッ
ト
依
存
者
を
出
さ
な

い
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
（
教
育
長
）

　

子
ど
も
の
生
活
習
慣
を
初

め
、
心
や
体
の
健
康
が
危
う
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

を
使
い
こ
な
す
す
べ
を
身
に
つ

け
、
し
っ
か
り
良
質
な
睡
眠
を

と
っ
て
、
す
っ
き
り
し
た
頭
で

授
業
を
受
け
る
と
い
う
生
活
の

基
本
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
今
、
大
人
が
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
の
一
つ
で
あ
る
。

市
内
の
全
て
の
小
・
中
学
校
は
、

授
業
で
積
極
的
に
情
報
モ
ラ
ル

教
育
に
取
り
組
み
、
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て

の
特
別
研
修
会
や
講
習
会
を
開

い
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
依
存
の
現
場
は
家
庭

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
会
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
等
の
家
庭

で
の
使
用
に
つ
い
て
、
緊
急
ア

ピ
ー
ル
を
間
も
な
く
発
表
す
る

と
伺
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
応
援
し
、
推
進
し
て
い

く
。　

地
域
の
生
活
に
密
着
し
た

側
溝
整
備
に
つ
い
て

市
政
ク
ラ
ブ

永
津
　
正
和

小
中
学
生
に
お
け
る

「
ネ
ッ
ト
依
存
」対
策
に
つ
い
て

公
明
党

齊
藤
　
裕
美

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
課
の
窓
口
に
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
導
入
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
農
地
、
特
に
水
田
周
辺
に

お
け
る
草
刈
り
に
つ
い
て
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質
問

　

子
育
て
を
す
る
若
い
世
代
の

労
働
環
境
は
大
変
厳
し
く
、「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
で
は
病
気

の
治
療
及
び
健
康
回
復
の
た
め
、

い
か
な
る
児
童
も
保
健
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
権
利
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
子
ど
も
医
療
費
完

全
無
料
化
を
願
う
市
民
の
要
求

に
応
え
る
考
え
は
。

①
県
内
他
市
町
で
、
小
学
校
３

年
生
ま
で
、
小
学
校
卒
業
ま
で
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
３
つ
に
区

分
し
、
ま
だ
無
料
化
を
実
施
し

て
い
な
い
自
治
体
の
数
は
。

②
市
の
助
成
制
度
を
、
３
分
の

２
か
ら
全
額
助
成
に
し
た
場
合
、

助
成
金
額
は
い
く
ら
か
。

③
市
町
が
子
ど
も
の
医
療
費
を

助
成
す
る
と
、
国
が
国
庫
負
担

の
交
付
を
カ
ッ
ト
す
る
が
、
い

く
ら
減
額
さ
れ
る
か
。

答
弁
（
市
長
）

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
子

育
て
に
係
る
経
済
的
な
負
担
軽

減
の
た
め
、
総
合
的
に
判
断
し
、

一
部
助
成
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
県
内
54
の
自
治
体
の
う
ち
、

無
料
化
を
し
て
い
な
い
自
治
体

数
は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
が

３
自
治
体
、
小
学
校
卒
業
ま
で

が
６
自
治
体
、
中
学
校
卒
業
ま

で
は
北
名
古
屋
市
、
一
宮
市
、

津
島
市
の
３
自
治
体
で
あ
る
。

②
約
１
億
６
，
４
０
０
万
円
相

当
に
推
計
す
る
。

③
１
，
２
４
０
万
円
相
当
に
な

る
。

再
質
問

　

多
く
の
自
治
体
が
子
ど
も
の

権
利
を
尊
重
し
、
支
援
を
し
て

い
る
。
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療

費
は
完
全
無
料
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

再
答
弁
（
市
長
）

　

子
育
て
支
援
の
中
の
一
つ
と

し
て
子
ど
も
医
療
無
料
化
が
あ

る
こ
と
は
認
め
る
が
、
こ
れ
が

子
育
て
支
援
の
全
て
に
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
堅
実
な

永
続
性
の
あ
る
子
育
て
支
援
と

し
て
の
医
療
助
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

社
会
保
障
対
策
へ
の
理
不
尽

な
国
庫
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
国
に

訴
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
子

ど
も
の
心
・
親
の
心
に
寄
り
添

う
子
育
て
の
お
守
り
、
市
長
の

政
治
判
断
で
子
育
て
の
お
守
り

を
市
民
に
手
渡
し
て
ほ
し
い
。

再
々
答
弁
（
市
長
）

　

国
は
、
医
療
費
抑
制
を
図
る

と
し
、
将
来
の
医
療
事
業
の
根

幹
を
危
惧
し
て
い
る
と
い
う
考

え
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

医
療
費
を
本
質
的
に
見
極
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

質
問

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
は
、
不
特
定
多
数
の
方
か
ら

小
口
出
資
で
資
金
提
供
を
呼
び

か
け
、
資
金
調
達
を
す
る
仕
組

み
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

事
業
の
予
算
確
保
の
た
め
の
新

た
な
手
法
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
に
本
市
が
行
う
事
業

や
、
市
民
活
動
に
寄
附
と
い
う

形
で
参
加
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
。
今
後
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答
弁
（
財
務
部
次
長
）

　

本
来
、
行
政
活
動
を
行
う
た

め
の
財
源
は
、
市
民
か
ら
の
納

税
で
賄
う
こ
と
が
原
則
だ
が
、

少
子
・
高
齢
化
の
進
展
や
市
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、

行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
増
加
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
も

貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
の
手

段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
の
自
治
体
の
事
例
や
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
含
め

研
究
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
申

し
込
み
が
で
き
、
そ
れ
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
収
納
が
で
き
る
取
り
組

み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ

と
納
税
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
に

つ
い
て
の
活
用
は
。

再
答
弁
（
財
務
部
次
長
）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
ふ
る

さ
と
納
税
を
行
う
た
め
に
は
、

一
定
の
初
期
費
用
、
月
額
の
管

理
費
用
、
決
済
に
手
数
料
が
必

要
な
ど
、
費
用
面
の
課
題
が
あ

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
支

払
い
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
受
付
と
な
り
、
自
宅
で

気
軽
に
寄
附
の
申
し
込
み
が
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

今
後
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
の
両
面
か
ら
研
究
し
て
い
き

た
い
。

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医

療
費
完
全
無
料
化
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

渡
邉
麻
衣
子

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

活
用
に
つ
い
て

市
民
民
主
ク
ラ
ブ

上
野
　
雅
美
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質
問

　

本
市
は
、
平
成
26
年
度
の
４

月
末
の
暫
定
値
で
は
あ
る
が
、

住
宅
対
象
侵
入
盗
と
い
う
形
で

１
月
か
ら
３
月
の
犯
罪
率
が
県

内
の
38
市
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

①
防
犯
関
係
団
体
支
援
事
業
、

交
番
施
設
整
備
事
業
、
防
犯
施

設
整
備
事
業
の
３
つ
の
事
業
の

当
初
の
取
り
組
み
方
針
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
成
果
や
効
果

を
見
込
ん
で
い
る
か
。

②
状
況
打
開
の
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
、
利
用
な
ど
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
、
条
例
化
な
ど
の

検
討
は
。
他
市
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
施
策
に
対
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
設
置
を
実
施
し
た
場
合

の
本
市
の
財
政
状
況
へ
の
影
響

は
。

答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　

①
防
犯
関
係
団
体
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
及
び
負

担
金
を
交
付
し
、
西
枇
杷
島
警

察
署
や
、
各
種
団
体
と
連
携
を

図
り
、
犯
罪
抑
止
へ
の
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

交
番
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
駅
周
辺
の
犯
罪
状
況
等
を

考
慮
し
、
設
置
の
必
要
性
を
見

極
め
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
。

防
犯
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
防
犯
灯
の
新
設
及
び
修
繕

で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
る
。

②
現
在
、
保
育
園
、
小
学
校
等

の
公
共
施
設
、
駅
周
辺
な
ど
に

設
置
し
て
い
る
。
他
市
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
施
策
を
参
考
に
検

討
し
て
い
く
。
財
政
状
況
へ
の

影
響
は
、
費
用
が
明
確
化
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
影
響
は
不
明

で
あ
る
。

再
質
問

　

自
助
・
共
助
の
仕
組
み
が
働

く
よ
う
に
、
防
犯
一
戸
一
灯
運

動
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
て
お

り
、
市
の
住
宅
対
象
侵
入
盗
に

限
っ
て
多
い
状
況
の
た
め
、
今

後
も
そ
う
い
っ
た
仕
組
み
が
働

く
形
で
施
策
を
進
め
て
い
く
考

え
は
。

再
答
弁
（
防
災
環
境
部
長
）

　

あ
る
程
度
、
自
主
防
犯
で
防

げ
る
と
思
う
。
今
後
も
市
民
等

に
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
、

自
主
防
犯
意
識
の
機
運
を
高
め
、

Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
実
践
し
て
い
き

た
い
。

防
犯
意
識
の
高
い
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

無
会
派

阿
部
　
武
史

そ
の
他
の
質
問

・
総
合
的
な
安
全
・
安
心
体

制
の
確
立
に
つ
い
て

【お問い合わせ先】　☎（０５６８）２２－１１１１　議会事務局　内線３４１３
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議
会
活
動
報
告

５
月
８
日　

議
員
懇
談
会

　
　
14
日　

本
会
議
（
臨
時
会
）

　
　

　
　　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
17
日　

愛
知
県
植
樹
祭

　
　

20
日　

新
人
議
員
研
修
（
一
部
事

　
　
　
　
　

務
組
合
）

　
　
21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

建
設
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　
　

総
務
常
任
委
員
会
協
議
会

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　

22
日　

西
春
日
井
市
町
議
長
会

　
　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
28
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会

　
　
　
　
　

北
海
道
旭
川
市
議
会

　
　
　
　
　

視
察
来
庁

　
　
29
日　

市
議
会
共
済
会
代
議
員
会

６
月
２
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　

7
日　

長
野
県
大
桑
村
育
樹
祭

　
　

9
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長
・
副
委
員
長

　
　
　
　
　

研
修
会

　
　

10
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

６
月
12
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
13
日　

福
祉
教
育
常
任
委
員
会

　
　
16
日　

建
設
常
任
委
員
会

　

　
17
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
18
日　

鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業

　
　
　
　
　

等
検
討
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

政
治
倫
理
委
員
会

　
　
20
日　

本
会
議
（
定
例
会
）

　
　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　

24
日　

議
会
報
告
会
検
討
部
会

　
　
　
　
　

東
京
都
品
川
区
議
会

　
　
　
　
　

視
察
来
庁

　
　

26
日　

北
名
古
屋
水
道
企
業
団

　
　
　
　
　
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　

北
名
古
屋
衛
生
組
合
議
会

　
　
　
　
　

臨
時
会

　
　

27
日　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
議
会
臨
時
会

７
月
１
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会
行
政

　
　
　
　
　

視
察
（
～
３
日
）　　

７
月
６
日　

水
防
訓
練

　
　

９
日　

給
食
セ
ン
タ
ー
起
工
式

　
　

　
　　

茨
城
県
筑
西
市
議
会　
　

　
　
　
　
　

視
察
来
庁

　
　
10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
17
日　

本
会
議
（
臨
時
会
）

　
　
　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

東
京
都
調
布
市
議
会

　
　
　
　
　

視
察
来
庁

　
　
29
日　

尾
三 

十
一
市
議
会
議
長

　
　
　
　
　

協
議
会

　
　
31
日　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合

議
事
運
営
会
議

　

梅
雨
の
季
節
も
明
け
、

陽
光
を
厳
し
く
感
じ
る

季
節
が
訪
れ
ま
し
た
。
毎

日
暑
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様

は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
第
二
回
定
例
会

は
、
改
選
後
、
初
め
て
の

定
例
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
各
種
議
案
審
議
を
始

め
、
14
名
の
議
員
が
一
般

質
問（
代
表
・
個
人
）
に

立
ち
、
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
少

子
高
齢
化
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
る
な
か
、
厳
し

い
財
政
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
将
来
を
見

据
え
た
議
論
を
展
開
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
議
会
に

対
し
ま
し
て
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記


